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　【はじめ に】

　第 二 次世界大戦期 に は、理数系重視の カリキ ュ ラ

ム で あ る特別科学教育 が実験的 に 実施 され て い る。

本発表 で は、そ の特別科学教育の中で も、特に実験 ・

観察 ・自由研究に焦点を あ て 、どの ような考えの も

と、どの ような内容が実施され て い たかを中心に実

態を明 らか にす る。

　【特別科学教育 の 概要】

　特別科学教育は、第二 次世界大戦に勝つ ため の優

秀な科学技術系人材の育成を目的に、昭和 20（1945）

年 1 月よ り、東京、金沢、広島、東京女子の各高等

師範学校の 附属学校 に お い て 開始 された。同年 4 月

からは京都帝国大学も参加し、全国 5 ヶ所で昭和

22（1947）年 3 月まで 2年 3ヶ 月 の期間、実施された。

国民学校の 第 3学年か ら第 6 学年、および中学校 の

児童 ・生徒が対象 とな り、高等師範学校の附属学校

を中心 に選抜 され集め られた。実施校によっ て 多少

の増減があ る もの の、特別科学教育の理数科および

工作の配当時数は標準的な教育課程 に 比べ 、2 倍近

い 授業時数が配当されて い た。また工 作 の配当時数

か ら伺え る よ うに、科学 に 関す る 特別な教育 で あ り

なが ら、技術的な内容も重視され て い た。

　【実験 ・観察と自由研究】

1）実験 ・観察 の 重視

　理数科および工 作 に お い て は、各実施校で 配当時

数の増加に よる高度な学習内容の教授の みではな く、

「科学的精神の涵養」、「創意工 夫」 とい う言葉に代

表されるように、科学的探究能 力や分析的 ・論理的

な思 考力の育成が掲げられて い た。そ の た め 、「金沢

高等師範学校特別科学教育班教育要項」 の 「指導上

の 注意」 の 中で 、「飼育、栽培、実習、製作等 ノ作業

ヲ特二 重視シ実参実究ノ態度ヲ育成スル コ ト」 とあ

る ように、児童 ・生徒 に よる 実験 ・観察が非常に重

視され、実施 され て いた 。

2） 自由研究 の 実態

　金沢高等師範学校と東京高等師範学校附属国民学

校にお い ては、生徒の 実験 ・観察だけで はな く、個々

の創意工 夫や興 味 ・関心を重視 し、個 々 の 才能を伸

ばすべ きとい う考えの もと 、 自由研究も実施されて

い た。自由研究 は授業時間や放課後を利用し、個々

の 児童 ・
生徒が自分 自身で 研究 内容 の 決定や計画 、

実験装置 の 開発まで 行う個別研究 と して 実施 され た。

東京高等師範学校附属国民学校で は、理数科の授業

時数の約半分を自由研究に割い て お り、金沢高等師

範学校 にお い て も、高等師範学校 の施設を利用 し、

理数科 の 3 分の 1 程度の授業時間で行うなど、自由

研究を 非常 に重視 して い た こ とを伺う こ とがで き る 。

3）自由研究の具体的事例

　東京高等師範学校附属国民学校 で の 事例 の 1つ と

して 、「電磁石 の 研究」 に注 目す る と、こ の研究は、

  電動機に つ い て疑問をもち、研究を開始する。 

小 型電動機を作成し、根本となる電磁石 に 注目する。

  電磁石 の コ イルの 巻 き数や電圧 と磁力との関係を

測定する。  整流器を作成、用 い て コ イル の巻き数、

電圧 、電流 の変化と磁力の相関関係を 調査する。と

い う経過 を追っ て 進 め られ 、最終的 に電磁石 の 性質

を導 き出して い た。そ の他の 自由研究に お い て も同

様に 、 児童の疑問や興味をもとに研究題 目を決定 し、

創意工夫 を生か して 、実験器具 の 作成を含めた研究

が実施さ れて い た 。 ま た、毎月研究発表会を開催 し、

研究の 結果や途中経過の発表、お互 い の研究に関す

る討議なども実施されて いた。

【おわ りに】

　特別科学教育で は科学者 ・技術者に は科学的探究

能力や分析的 ・論理的な思考力が必要で ある と考え

られて い た。さらに、科学者 ・技術者 の研究の
一
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を体験させ、個々 の才能を自由に伸ばすべ きとの考

え の もと、東京高等師範学校附属国民学校や 金 沢高

等師範学校 で は 自由研究 に多 くの 時間が割かれ、重

視されて い た。また、「金沢高等師範学校特別科学教

育班教育要綱」 の 中で 「伸ビ伸 ビシ タル個性ノ伸長

ヲ図ル コ ト」 との 文言に表れ て い る ように、個別研

究に基づ く個人指導 を行 うこ とに よ っ て、個 々 の 児

童 ・生徒 に 合わ せ た指導がなされた こ とは特筆に値

する点である 。
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